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d) ナジャはさらに新たな分野 － 北極海試
錐。高分解能によって最近の地質記録を確




























として参加した。WMO はすでに IPY への
関与を支持し、計画グループにも代表を送


































































































































  質の高い調査研究 
  未開拓の領域を推し進める（失敗するリス
クを受け入れる） 







  国際的かつ包括的 
  収集したデータへのオープンアクセス 






  若い科学者を引きつけて巻き込む 




  既存の活動に価値を付加する 




  関連性のある科学 
  国際的 
  実行可能 
  ロジスティクス能力を最大限にする 
  データへのオープンアクセス 




























  質の高い研究 
  IPYのテーマと目標に関連する研究 
  未開拓領域を推し進める研究（失敗のリス
クを受け入れる） 
  収集したデータへのオープンアクセス 
  既存の活動に価値を付加する（IPYがなけ
れば起こらないようなことを奨励する） 
  IPYの時間枠内で達成可能 
  国別委員会から提供される意見や情報に
より重きを置く 
  実行可能 













  国際的かつ包括的 


















  若い科学者を採用し巻き込む 











































































  主要テーマのクラスタリング（編成） 
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３   国際極年 2007-2008 概略研究計画、第１次案（2004 年４月 20 日） 










１  概要 





３  １．本文書作成の目的 
３  ２．はじめに 
４  ３．国際極年（2007-2008 年）の理論
的根拠 
  （国際極年の構想） 
４  囲み記事１：国際極年沿革 
６  ４．計画経過の概述 
７  ５．国際極年（2007-2008 年）の目的
および中核となる活動の特徴 
９  ６．国際極年（2007-2008年）の課題 
13   囲み記事２：WMO の国際極年
（2007-2008年）共催    
14  ７．新しい観測システム 
17  ８．浮かび上がりつつある像：国際極
年の極域科学に及ぼす潜在的効果 
18  ９．今後の作業の進展 
20  付録 I ICSU計画グループの任務 
21  付録 II  ICSU計画グループ、メンバ
ー一覧と連絡先 
22  付録 III 各国の IPY 国内委員会およ
び対応窓口一覧 
24  付録 IV 国際極年を支持している科
学的団体一覧 
25  付録 V 国内委員会、科学団体や研究
者からの提案一覧 








































the Arctic Science Summit Week  
the European Geosciences Union  
the Arctic Council Meeting   10
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the American Geophysical Union 
International Arctic Social Sciences 
Assembly  
the Antarctic Treaty Consultative 
Meeting the WMO Executive Council 
session  
the SCAR Open Science Meeting 
SCAR/COMNAP meeting 
E2) このような機会に取得した意見を参















４  第４回国際極年（2007／08 年）オープンフォーラム 
 






















ム、技術の提案         （座長：伊藤一） 
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６  国 際 極年関連出版物  
 
１）"A Vision for the International Polar Year 
2007-2008"  





















































計画の提案、概要解説、日本の IPY 取り組みへの提案等。 
電子メールで、事務局 hajime@pmg.nipr.ac.jp までお寄せください。  
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